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  今月の家庭の日 ９月２０日（日） 

秋の交通安全週間にあたって、子どもの安全に

ついて関心を高め、通学路や地域の危険箇所等の

様子を家族一緒に確かめるなどをして、子どもの

安全を守りましょう。 
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２
年
間
携
わ
っ
た
補
導
活
動
を
振
り
返
り
ま
し
た
。 

 

補
導
活
動
は
、
非
行
少
年
の
発
見
や
犯
人
捜
し
で
は
な
く
、
普
通
の
少
年
の

中
で
大
人
の
立
場
か
ら
心
配
さ
れ
る
行
為
に
対
し
、
注
意
・
助
言
を
中
心
に
正

し
い
道
に
導
く
活
動
で
す
。 

 

「
愛
の
声
か
け
」
運
動
を
行
い
、「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」「
こ
ん
に
ち
は
」
、

「
気
を
つ
け
て
帰
っ
て
ね
」「
さ
よ
う
な
ら
」
な
ど
の
声
か
け
を
大
事
に
し
な
が

ら
非
行
を
未
然
に
防
止
し
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
目
的
と
す
る
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。 

 

初
め
て
の
補
導
活
動
は
不
安
の
中
、
当
時
、
新
潟
県
で
小
２
の
女
児
の
事
件

が
あ
り
、
身
を
引
き
締
め
て
巡
回
を
し
ま
し
た
が
、
声
を
か
け
た
子
供
た
ち
は

元
気
な
声
で
「
こ
ん
に
ち
は
」
と
返
し
て
く
れ
大
変
う
れ
し
く
、
家
庭
・
学
校
・

地
域
の
皆
さ
ん
の
指
導
が
で
き
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。 

 

補
導
委
員
会
の
学
習
事
業
と
し
て
研
修
視
察
が
あ
り
ま
し
た
。
児
童
養
護
施

設
を
視
察
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
、
子
供
た
ち
を
愛
す
る
心
と
地
域
の
皆
さ
ん

の
支
え
の
中
で
運
営
が
な
さ
れ
、
職
員
の
方
々
が
一
生
懸
命
に
子
供
た
ち
に
向

き
あ
う
姿
勢
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
私
た
ち
も
一
つ
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
施
設
内
を
見
学
し

た
時
に
大
人
に
は
当
た
り
前
の
事
と
思
い
ま
す
が
、
履
物
が
き
れ
い
に
そ
ろ
え

て
あ
り
、
な
に
げ
な
く
聞
く
と
、
「
履
物
を
そ
ろ
え
れ
ば
、
心
も
そ
ろ
い
ま
す
」

と
毎
日
時
間
に
追
わ
れ
て
中
途
半
端
な
そ
ろ
え
方
し
か
で
き
て
い
な
い
こ
と
を

今
さ
ら
な
が
ら
反
省
し
、
『
な
る
ほ
ど
』
と
思
い
、
日
々
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
昭
和
、
平
成
、
令
和
と
時
代
が
変
わ
り
、
昨
年
の
台
風
19
号
の
災
害

が
記
憶
に
残
っ
て
い
る
中
、
今
年
に
入
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
発
生
・
拡
大
で
、

「
三
密
」
の
回
避
、
戸
惑
い
と
不
安
の
中
、
こ
ん
な
時
こ
そ
「
安
心
、
安
全
」
な
社

会
を
目
指
し
て
、
家
族
、
地
域
、
行
政
が
力
を
合
わ
せ
て
大
切
な
子
供
た
ち
を
見
守

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な
！ 

第３日曜日は家族ふれあう「家庭の日」 増やそう会話、つくろう思い出！ 
― 小遣いを与える時にはルールもいっしょ ― 

【青少年の生活相談】 

＊ 相談日・時間 
原則として月・水・金曜日とします 
AM9:00～PM4:00（要・予約） 

＊ 場 所 
千曲市役所（新庁舎） ４階 
少年育成センター（生涯学習課内） 
電話相談・面接相談 273-1111（内線 4113） 

（秘密厳守） 

メールでも相談をお受けします 

（２４時間受付） 

 E-mail : youth@city.chikuma.lg.jp  
相談員がメールでお答えします。 

      （秘密厳守） 

【児童・生徒の教育相談】 

＊ 相談日・時間 
土・日曜日及び祝日を除く毎日 
AM9:00～PM5:00 

＊ 場 所 
市総合教育センター内（埴生中学校敷地） 
教育相談センター 
電話相談・面接相談 273-5105（直通） 

           （秘密厳守） 
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～育成センターの活動より～ 

本年度は、新型コロナウイルス感染症拡大のため、なかなか補導委員会が開かれませんでしたが、や

っと 7 月 20 日に開催することができました。今回は、その様子（概略）をお知らせします。 

【令和２年度 千曲市少年育成センター同補導委員会総会】 

１．委嘱    コロナウイルス感染防止のため机上に置かれている委嘱状にて委嘱。 

２．教育長挨拶  千曲市の青少年健全育成のため、ご尽力をお願いしたい。 

３．自己紹介 

 ☆下記の皆様に本年度から２年間、補導委員をやっていただきます。よろしくお願いいたします。 

小学校区 選出区 氏名 小学校区 選出区 氏名 

屋代小 屋代第１ 山本 啓一 八幡小 北堀 宮原 健治 

屋代小 屋代第２ 渡島 克維 八幡小 代 南沢 剛 

屋代小 屋代第５ 西部 袈裟一 八幡小 新宿 栗原 潤 

屋代小 屋代第６ 篠原 哲雄 戸倉小 上町 吉池 茂雄 

東小 生萱 宮島 初代 戸倉小 上中町 渡辺 修司 

東小 森西 古川 正 戸倉小 中町 滝沢 保明 

東小 倉科 島田 幸雄 更級小 若宮 柳澤 和臣 

埴生小 寂蒔 齋藤 善久 更級小 羽尾四 矢島 深 

埴生小 鋳物師屋 聖澤 進 更級小 黒彦 大田 安男 

埴生小 新田 徳永 由紀枝 五加小 上徳間 堀口 厚 

埴生小 桜堂 児玉 健二 五加小 内川 中村 公夫 

埴生小 中 坂口 公治 五加小 千本柳 竹内 佳明 

治田小 中町 小林 裕美 上山田小 中央 西澤 明 

治田小 本八日町 夏目 英行 上山田小 城腰 西澤 猪一郎 

治田小 東 竹内 正博 上山田小 新山 市川 智深 

                                      ※敬称略 

４．ビデオ研修 「補導委員の心得」を視聴して頂きました。 

５．少年育成センター条例についての説明（事務局） 

６．市補導委員会の役員 下記のように決定しました。 

 ○会長  齋藤 善久 様 

 ○副会長 古川 正 様  市川 智深 様 

７．報告事項 センター事業報告及び会計報告 

８．協議事項 「センター」令和２年度事業指針・事業計画・予算案 

【令和２年度 第１回定例補導委員会】 

１．挨拶 

 ○齋藤会長  コロナウイルス感染が心配されます。体調を崩したときは、事務局へ連絡を。 

 ○センター長  

・青色パトロールは、地域密着の活動です。よろしくお願いします。また、市内小中学校は、５月

まで休校。１年生はまだ登下校が不慣れですし、暑さなど心配な点も多いです。 

 ○千曲警察署生活安全課職員  

・本年度千曲市では、声かけ事案は２件ありました。 

・不審者情報として、昨年度からの特徴とし性に関する事案が多くなっています。 
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２．協議事項 

(1）補導活動について 

 ①千曲市少年補導委員会とは 

 ・市少年育成センターの実施機関で、現在は補導委員 30名で構成する組織です。 

 ・市青少年育成センターの計画に従って、非行防止活動に従事します。 

 ②主な非行防止活動 

 ・街頭補導活動：月 2 回程度街頭補導活動、補導員 3～4 名で 1 組の班を編成。強制力を伴わない補

導であり、非行を未然に防止するための活動です。 

 ・社会浄化活動：「環境チェック」に従事。区内の店舗等を訪問します。 

 ・長期休業中の学校関係者との合同補導活動 

 ・夏祭り巡回補導 

(2)今後の補導活動について 

 ・新型コロナウイルス感染拡大防止のため、4 月からの街頭補導活動は行いませんでした。9 月より

街頭補導を行いますが、新型コロナウイルスの流行が拡大した場合、延期をする可能性があります。 

３．青色回転灯積載車両実施講習会 

～「子ども権利条約」を知っていますか？～ 

※子どもの権利条約は、世界中の子どもたちが持っている『権利』について定めた条約です。1989 年「子

ども権利条約」は国連で採択され、1990 年国際条約として発効しました。日本は、1994 年 4月 22 日に

批准し、その年の 5月 22 日に発効しました。 

※「子どもの最善の利益」と「あらゆる差別禁止」を目標とし、次の４つがポイントとして挙げられます。 

・「生きる権利」（命が守られる） 

・「育つ権利」（教育・医療・生活の支援） 

・「守られる権利」（暴力や搾取、有害な労働から守られる） 

・「参加する権利（意見の表明、自由に団体を作る） 

≪条文≫ こんな条文があります！ 

 第３条 子どもにもっとよいことを 

 ・子どもに関係あることを行うときには、子どもにもっとよいことは何かを第一に考えなければなりませ

ん。 

 第６条 生きる権利・育つ権利 

 ・すべての子どもは、生きる権利・育つ権利をもっています。 

 第 16 条 プライバシー・名誉は守られる 

 ・子どもは、自分の家族、住んでいるところ、電話や手紙などのプライバシーが守られています。また、

他人から誇りを傷つけられない権利をもっています。 

 第 17 条 適切な情報の入手 

 ・子どもは、自分の成長に役立つ多くの情報を手に入れることができます。国は、マスメディア（本、新

聞、テレビなど）が、子どものためになる情報を多く提供するようにすすめ、子どもによくない情報か

ら子どもを守らなければなりません。 

 第 19 条 虐待などからの保護 

 ・親（保護者）が子どもを育てている間、どんなかたちであれ、子どもが暴力をふるわれたり、不当な扱

いなどを受けたりすることがないように、国は子どもを守らなければなりません。 



 
 

‐4‐ 

東小・屋代小・更級小・屋代中 
 

～わたしのゆめ～ 
  
子ども達が、粘り強く意欲的に取り組んでいくためには、夢や目標をもち、その達成に向けて取り組

むことが何よりも大切です。今の子ども達には夢がない、と言われています。そんな子ども達が、どん

な夢をもち、どのように立ち向かっていこうとしているかを紹介します。 
                                                                                            

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「１２才の夢」       千曲市立東小学校 ６年  塩入 柚奈 
 
わたしのゆめはバドミントン選手になることです。私はバドミントンでもっともっと

強くなりたいので、練習する日数を、前は週 3 日でしたが、週５日にふやしました。夜

でも朝でも練習しなければぜんぜん強くなれません。毎日毎日練習していると体力がも

たなくて、つかれてしまうけど、１日休んだだけでけっこうなおくれをとってしまいま

す。でも、私はその苦しさを乗りこえればいつかオリンピックにもでられるようなバド

ミントン選手になれると思います。これからも毎日の練習の積み重ねをがんばっていき

たいです。 
 
「 私の夢 」       屋代小学校    ６年  栁原 彩七 
 
 私の将来の夢は、保育士です。なぜなら、小さい子が好きだし、誰かの世話をするの

が好きだからです。それと、小さい頃から保育園の先生に憧れていたからです。今、習

っているピアノも、たくさん練習して、どんどん上達していきたいです。そして、皆か

ら信頼されるような保育士になりたいです。将来の夢の保育士に向って、たくさん努力

して頑張りたいです。 
 
「 未来の私 」      更級小学校    ６年  北村 里彩 
 
 私の将来の夢は、メイクアップアーティストです。 
 メイクアップアーティストになりたいと思ったのは、昔行っていた美容院の美容師さ

んにあこがれたからです。七五三の時、着つけ、メイク、かみの毛のセットをすべてこ

なす美容師さんを見て、将来こんな人になりたいと思いました。でも、メイクアップア

ーティストになるのは、難しいと思います。 
 もし、メイクアップアーティストをあきらめても、人の役に立つ仕事、人のためにな

る仕事をしたいです。 
 
「 将来の夢 」      屋代中学校    ３年  酒井 陽斗 
 
 僕の将来の夢は、人の役に立つ精密機械を設計し、作ることです。世界では、技術や

科学が進歩し、住みやすい世の中になっています。その技術を応用して、さらに安全な

世の中になると思います。例えば、近年は交通事故が多発していて、死者も出ています。 
今は安全装置が開発されていますが、それでもまだ事故は防げません。だから僕はその

安全装置の精度をもっと上げて、交通事故を減らしたいです。この夢が実現できるよう

に、精一杯努力をしたいです。 
 


